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 本論文は,国道１６０号大間川橋で発生した横締めＰＣ鋼棒の突出事象について,発生原因の推

定と,応急・恒久対策の報告を行うものである. 
 

キーワード ＰＣ橋,横締め鋼棒, ＡＳＲ 

 

 

1.  大間川橋の概要 

 
 大間川橋は１９７４年（昭和４９年）に供用を開始し

た橋長８．３ｍの「単純ＰＣプレテン床板橋」である.
石川県七尾市の国道１６０号海岸部に位置しており,海
からの飛来塩分の影響を受けやすい状況にある.また,石
川県では,コンクリートに含まれる特定の骨材が損傷の

原因となるアルカリ骨材反応（ＡＳＲ）による劣化事例

が多数報告されている.これらのことから,大間川橋は塩

害,ＡＳＲ等の影響を受けやすい環境にさらされている

と言える.（図-1,写真-1,写真-2） 
 平成２７年に実施した定期点検では,主桁・橋台にひ

び割れが確認された.特に海側の主桁では,塩害およびＡ

ＳＲの複合劣化によるものと思われる,錆汁を伴う大き

なひび割れがみられたが,橋全体の耐荷力に大きく影響

はしないと判断し,判定区分Ⅱ（予防保全段階）と診断

されていた.なお,この時点では横締めＰＣ鋼棒に異常は

みられなかった. 
 
 

2.  ＰＣ鋼棒突出事象の発見 

 
 ２０１８年（平成３０年）４月１２日,大間川橋の横

締めＰＣ鋼棒が破断し,海側へ３ｍ突出している状態を

発見した.（写真-3,図-2） 
同日通行止めを開始し,国道４７０号能越自動車道を

広域迂回路とするとともに,近隣住民には市道を片側交

互通行にて利用してもらうこととした. 

本橋の１４カ所の横締めのうち１カ所のみの破断で

あり,構造計算による照査の結果,構造上の許容値内に入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 大間川橋の位置図 

写真-2 大間川橋全景（山側から撮影） 

写真-1 大間川橋周辺 



っていることが確認できた.しかし,残りのＰＣ鋼棒の破

断も懸念されることから,突出防止の応急対策を早急に

実施した. 

 
 

3.  応急対策工 

 

 応急対策の工法を選定する際のポイントとして,①近

隣住民への負担を軽減するため早急に通行止めを解除す

ること,②施工中に残りのＰＣ鋼棒が飛び出してきて作

業員が怪我をしないよう安全に配慮すること,③橋の下

を通る船への被害を防止することが求められた. 

 以上３つの条件を満たす工法として,Ｈ形鋼で外桁側

面を塞ぐ工法を採用した.この工法ではＰＣ横締め前で

の人的作業がなく作業員の安全が確保できるとともに,

架設が容易であるため速やかな復旧が可能となった.ま

た,残りのＰＣ鋼棒が破断した際に,剥離したコンクリー

トが船舶に落下する第三者被害を防ぐため,落下防止ネ

ットを設置した.（写真-4） 

 これらの応急対策の実施により,事象確認から２週間

で通行止めを解除することができた. 
 
 

4.  詳細調査の結果と破断原因の推定 

 
 ＰＣ鋼棒が破断した原因と誘因を確認するとともに,

他の未破断のＰＣ鋼棒の状態を推測することを目的に詳

細調査を行った. 

 

(1)  間詰めコンクリートの目視 

 破断したＰＣ鋼棒の長さから,破断箇所の直上に,路肩

部の排水管が位置していた.排水管周辺の舗装と調整コ

ンクリートをはつり間詰めコンクリートを目視したとこ

ろ,排水管が土砂詰まりをしていることが確認できた.ま

た,コンクリート上面が褐色に変色していることから,排

水の土砂詰まりにより路面滞水していたことが推定でき

た.（写真-5） 

 

(2)  コンクリートコアとシースの目視 

 破断した横締めのシース直上から,４カ所で間詰めコ

ンクリートを削孔し,コンクリートコアの採取とシース

の観察をおこなった.破断箇所のコアで打継目の剥離が

見られたことに加え,ＡＳＲによるひびわれが生じてい

た. 

また,シースの外面を目視したところ,破断箇所以外の

３箇所は健全な状態だったが,破断箇所ではシースの腐

食と欠損が見られた. 

このことから,排水管付近からの漏水によりＡＳＲが 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

促進され,漏水がコンクリート内部にまで徐々に進行し

ていき,シースの腐食を招いたと推測される.（図-3） 

写真-3 ＰＣ鋼棒の突出 

写真-5 間詰めコンクリートの目視 

写真-4 応急対策工（Ｈ形鋼の架設） 

図-2 平面図 



(3)  ＣＣＤカメラによるシース内の観察 

ＰＣ鋼棒が突出したシース内の状況をＣＣＤカメラで

確認したところ,シース内にグラウトが充填されていな

いことが判明した.破断していない横締めについても,グ

ラウトが充填されていないものと想定できる. 

また,破断箇所に近づくにつれ,シースの腐食が著しく

なっていることが確認できた.このことからも,排水管か

らの漏水がシースの腐食の原因であることが推測できる.

（図-4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  破断原因の推定 

調査結果から破断までの経緯をまとめると以下のとお

りとなる.まず,排水管の土砂詰まりにより路面滞水が 

生じる.すると,舗装や排水管の境界部からの漏水により,

間詰めコンクリートのＡＳＲが促進される.それにより,

漏水はさらに進行し,やがてコンクリート内部にまで到

達したことで,シースとＰＣ鋼棒の腐食を引き起こす.結

果,破断へと至ったものと推測される. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 コンクリートコアとシース外面の観察結果 

図-4 CCDカメラによるシース内の観察結果 



5.  恒久対策工 

 

２０１９年度（令和元年度）に恒久対策工を施工した. 

 

(1)  残置しているＰＣ鋼棒への対策 

 未破断の横締めも未グラウトの状態であることが想定

されるため,将来的なＰＣ鋼棒の破断と突出防止を目的

に対策工を実施した. 

 今回の破断事象は排水管からの漏水によるものと推定

されており,排水管付近以外のシースは健全な状態であ

ると推測できる.よって,ＰＣ鋼材の新設は行わず,未破

断のＰＣ鋼棒のシース内に橋面間詰め部から削孔しグラ

ウト充填を行った. 

 

(2)  破断したＰＣ鋼棒の横締め対策 

 応急対策工として設置していたＨ形鋼を撤去した後,
既設ＰＣ鋼棒の取外しを行った.横締め位置から水平,ボ

ーリングでコンクリートを穿孔し,周辺のコンクリート

ごと橋梁からＰＣ鋼棒を撤去した. 

当初計画では,既設の横締めと同じ位置に新たなＰＣ

鋼材を導入することを想定していた.しかし,上記の水平

ボーリングを施工中に,コアボーリングマシンの先端が

カプラーまたはＰＣ鋼棒に接触し,以降の削孔が不可能

となった. 

そこで,鉄筋探査機により既設橋桁の鉄筋位置を調査

し,既設鉄筋と干渉しないように既設ＰＣ鋼棒から220mm

移動した位置に新設ＰＣ鋼材を設置した.（写真-6） 

 

(3)  漏水防止対策 

 間詰めコンクリートへの漏水によるＡＳＲの進行とシ

ースの腐食を防止する目的で,漏水防止対策を横締め部

への対策と併せて実施した.既設排水管のすべてを間詰

めコンクリート上面でカットし,無収縮コンクリートで

埋めるとともに,床版防水し,舗装の全面打替えを施工し

た.舗装端部（歩車道境界）では防水工の巻き上げも行

った. 

  

(4)  第三者被害防止 

ＰＣ鋼棒の突出による第三者被害を予防するため,Ｈ

形鋼を撤去後に主桁側面を補修したうえで,鉄板と繊維

シートによるＰＣ横締め突出防止工を設置した.（写真-

7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.  おわりに 

 

 今回の事象を受け,国道１６０号の沿岸部に位置する

ＰＣ橋について,横締めの緊急調査を実施した.結果, 一

部の橋梁において横締め定着部に塩害が原因と思われる

損傷が生じていたものの,横締め鋼棒の破断に至るよう

な症状は確認されなかった. 

金沢河川国道事務所管内の橋梁は,国道１６０号をは

じめとして塩害の影響を受けやすい地域に多く分布して

いる.また,管内の広範囲でＡＳＲによる損傷が確認され

ているなど,損傷が生じやすい環境にある. 

本論文で述べたような損傷が今後再び発生することも

予想されるが,定期点検や補修・更新を適切に行うこと

で, 緊急対応を要する事象を未然に防げるよう努めてい

きたい. 
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写真-6 緊張器具取り付け状況 

写真-7 ＰＣ横締め突出防止工 


